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〈論 文〉 
製品アーキテクチャ論から見た楽器製造 
― 何故ヤマハだけが大企業になれたのか ― 
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山 田 英 夫 ** 
 
A Study of Product Architecture on Musical Instruments 





Research of product architecture started from an automobile industry. This article focuses on a 
study of product architecture of musical instruments. In the musical instrument industry, only 
Yamaha became a major company in the world. By case studies of the piano, violin and saxophone, we 
discuss the mass manufacturing system for integral architectural products. 
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表１ 楽器産業の売上高上位企業（2009年） 
企 業 名 売上高 (千ドル) 従業員 (人) 国 
ヤマハ 4,322,356 25,658 日本 
ローランド 921,524 2,699 日本 
河合楽器 688,373 2,851 日本 
Fender 600,750 2,765 アメリカ 
Harman Pro 493,000 1,550 アメリカ 
Sennheiser 452,000 2,050 ドイツ 
Shure 395,000 2,300 アメリカ 
Gibson 335,000 3,500 アメリカ 
オーディオテクニカ 318,172 520 日本 






























































ンプルですむ。一方後者は、機能と部品が「 1 対 1 」ではなく「多対多」の関係にあり、各部品の設






















 3 ．ヤマハの楽器製造 
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オリンは「オールド・イタリアン」と呼ばれ、ヴァイオリンの中でも最も価格が高く、プロ演奏家


















































0.7ミリにまで薄くなる。33あるキイは、 1 つに 2 個ずつキイポストをつけるが、一つずつハンダ付
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丁寧な擦り合わせにこだわりながらも、ある程度の量産が可能になったと言えよう。 
 




















（ 1 ）Music Trade “The Global 225” 2009年 http://www.musictrades.com/global.html 
（ 2 ）筆者の音楽家への聴き取り調査による 
（ 3 ）ヤマハ株式会社 岡部比呂男氏 
（ 4 ）ヤマハ株式会社 取締役・常務執行役員・楽器事業統括 岡部比呂男氏、執行役員・広報部長 三木 渡氏、
広報部広報グループ・マネージャー 二橋敏幸氏、広報部広報グループ・広報担当次長 田仲 操氏、ピアノ







（ 7 ）ヤマハ株式会社 三木 渡氏 
（ 8 ）2010年 3 月の全社売上4,130億円の見込みに対して、ピアノ売上694億円（アコースティック・ピアノ：401億
円、電子ピアノ：287億円、ハイブリッド・ピアノ： 6 億円）「ヤマハグループ中期経営計画（2010年 4 月～
2013年 3 月）」（2010.4） 
（ 9 ）ヤマハ株式会社 田仲 操氏 
（10）ヤマハ株式会社 三木 渡氏 
─   ─ 186
（11）ヤマハ株式会社 三木 渡氏 
（12）前間・岩野（2001）、p.147 
（13）ヤマハ株式会社 岡部比呂男氏 
（14）スタインウェイ＆サン社ホームページ http://www.steinway.co.jp（2010.4.30 参照） 
（15）うたまくらピアノ工房ホームページ「ニューヨーク・スタインウェイの秘密」企業レポート 
   http://www.utamakura.co.jp（2010.12.30 参照） 
（16）Barron (2006)、p.80 
  「以前は廃棄も多かったが、現在は製材したものを購入しているので、無駄は少なくなっている。」（スタイン





（21）ヤマハホームページ「楽器解体全書サクソフォン」第 2 回 
   http://www2.yamaha.co.jp/u/naruhodo/02sax/sax1.html（2010.12.30 参照） 








・Baldwin C. Y. and K. B. Clark (2000) “Design Rules Vol.1 : The Power of Modularity”, MIT Press（安藤晴彦訳
（2004）『デザイン・ルール：モジュール化パワー』東洋経済新報社） 
・Barron, J. (2006) “Piano : The Making of a Steinway Concert Grand”, Times Books（忠平美幸訳（2009）『スタ
インウェイができるまで』青土社） 
・Clark K. B. and T. Fujimoto, (1991), “Product Development Performance ; Strategy, Organization and 








らの多国籍企業論の再検討」『組織科学』第40巻、第 4 号、51-64頁 
・藤本隆宏（2009）「アーキテクチャとコーディネーションの経済分析に関する試論」『経済学論叢』東京大学経済
学会、第75巻、第 3 号、2-39頁 
・Henderson, R. and K. B. Clark (1990), “Architectural Innovation : The Reconfiguration of Existing Product 






Discussion Paper Series, No.273 
・楠木 建（2006）「次元の見えない差別化～脱コモディティ化の戦略を考える」『一橋ビジネスレビュー』第53巻、
第 4 号、6-24頁 
・前間孝則・岩野裕一（2001）『日本のピアノ100年～ピアノづくりに賭けた人々』草思社 








第 1 号、133-162頁 
・武石 彰・青島矢一（2007）「部品としての製品：製造業におけるアーキテクチャの革新」『組織科学』第40巻、
第 4 号、29-39頁 





─   ─ 188
 
 
 
